
　ベートーヴェンのピアノ三重奏曲全曲演奏を軸に、葵トリオが創造の地平を拓く7年プロ
ジェクトの第3回。今宵の作品1- 3はウィーン音楽界に名乗りを上げたベートーヴェン若き
日の「肖像」で、ハ短調は声高に申すまでもなく、この作曲家宿命の調性。第1楽章の表記ア
レグロ・コン・ブリオもベートーヴェンのトレードマークだ。
　1980年代に蘇ったドビュッシーの秘曲、恩人チャイコフスキーに捧げたラフマニノフの哀
悼の調べも胸をうつ。葵トリオは選曲でも魅せる。

ベートーヴェン：ピアノ三重奏曲第3番 ハ短調 作品1-3
　作品1のピアノ・トリオは、鍵盤のヴィルトゥオーゾ（華やかな技と音楽性をあわせもつ名
手）として檜舞台に名乗りを上げ始めたルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（1770～1827）
が1794年から1795年に作曲。ベートーヴェン芸術に魅了されていたパトロンの一人で演奏
もたしなんだリヒノフスキー侯爵に献呈された。
　1796年春に出版された作品2のピアノ・ソナタ3曲同様、4楽章構成で書かれている。作品
1- 3は、4分の3拍子で書かれた構えの大きな第1楽章、歌謡旋律と変奏の技法が高次元で融
合した第2楽章、メヌエットとスケルツォの世界を自在に行き交うかのような第3楽章、他
のハ短調作品との相関も興味深い第4楽章から成る。
　動機の有機的生成に変容、ハ短調と変ホ長調の転換、変奏の筆致ばかりでなく、余韻を
感じさせるエンディングも素晴らしい。
　第1楽章　アレグロ・コン・ブリオ
　第2楽章　アンダンテ・カンタービレ・コン・ヴァリアツィオーニ
　第3楽章　メヌエット：クアジ・アレグロ
　第4楽章　フィナーレ：プレスティッシモ

ドビュッシー：ピアノ三重奏曲 ト長調
　ピアノの可憐な序奏からして心躍る。これがドビュッシーなのか。
　1880年、パリ音楽院在学中の佳品で、エクリチュール（和声や対位法）の恩師エミール・
デュラン教授に捧げられている。同年夏クロード・ドビュッシー（1862～1918）は、ピョートル・
イリイチ・チャイコフスキー（1840～93）のパトロンとして名高いナジェジダ・フォン・メック
夫人（1831～94）とともにイタリアに滞在していた。パリ音楽院でのピアノの師アントワーヌ・
マルモンテルの推薦もあり、18歳のドビュッシーはメック夫人の連弾相手および子どもたち
の家庭教師として雇われ、スイス、フランス、イタリアを旅していたのだ。その旅行中に創
られたようである。メック夫人がフィレンツェ近郊からチャイコフスキーに宛てた手紙に「ド
ビュッシーがピアノ三重奏曲を作曲」とのくだりがある。
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　しかし楽譜は行方知らずに。かろうじて第1楽章の自筆譜並びに全楽章のチェロ・パート
の筆写譜が存在し、1980年頃にニューヨークのピアポント・モルガン図書館が購入した。そ
の後、アメリカの音楽学者エルウッド・デールがミシガン大学のライブラリーで残りの楽章
の自筆譜を発見する。同大にはドビュッシーの弟子モーリス・デュメニルゆかりの資料や楽
譜が遺贈されていたのだ。そして1986年、デール校訂のヘンレ版の楽譜が刊行される。
　第1楽章　アンダンティーノ・コン・モート・アレグロ
　第2楽章　スケルツォ=インテルメッツォ、モデラート・コン・アレグロ
　第3楽章　アンダンテ・エスプレッシーヴォ
　第4楽章　フィナーレ：アパッショナート

ラフマニノフ： 『悲しみの三重奏曲』第2番 ニ短調 作品9（1907年版）
　急逝した恩人チャイコフスキーへの内なる尽きせぬ想い、哀しみが、ついに溢れ出る。楽
の音による慟

どうこく

哭。半音階で下降する葬列の足音が聞こえるかと思えば、弔いの鐘も響く。
　二人は深い絆で結ばれていた。セルゲイ・ラフマニノフ（1873～1943）がモスクワ音楽院の
卒業制作として作曲したオペラ『アレコ』は1893年5月、チャイコフスキーの尽力によりモス
クワのボリショイ劇場で初演された。チャイコフスキーは、チェーホフの短編小説から霊感
を受けたラフマニノフの幻想曲『岩』作品7（1893年夏作曲）を気に入り、1894年1月にサン
クトペテルブルクで予定された初演のタクトを快諾していた。そのチャイコフスキーが1893
年11月に53歳で亡くなる。
　ピアニストとしても作曲家としても晴れ舞台に名乗りを上げようとしていた20歳のラフマ
ニノフは、芸術上の父、最大の理解者、後ろ盾を失った悲しみの中、ピアノ三重奏曲を書
く。チャイコフスキーが親友ニコライ・ルビンシテイン（1835～81）の客死後に手がけた「偉
大な芸術家の思い出に」（1882年初演）を思い浮かべながら。なお『悲しみの三重奏曲』と題し
た曲自体はモスクワ音楽院在学中の1892年にも書いていたが、今日『悲しみの三重奏曲』第
1番と呼ばれる、そのピアノ三重奏曲 ト短調は存命中に日の目をみなかった。しかし単一楽
章から成るそちらも素晴らしい。
　第2番 ニ短調は3 楽章構成。各楽章のなかでテンポは大いに動く。第2楽章の変奏主題
は、チャイコフスキーが初演のタクトを執るはずだったラフマニノフの幻想曲『岩』から採ら
れた。ラフマニノフは── ピアノ協奏曲第1番同様 ── このピアノ三重奏曲に思い入れがあ
り、1907年に変奏の筆致などを改訂、これが現行版となった。1917年にも若干のカットを
施すなど手直しを行なっている。
　第1楽章　モデラート
　第2楽章　クアジ・ヴァリアツィオーニ
　第3楽章　アレグロ・リゾルート
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